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１．はじめに 

記録的な大雨となった平成 30 年 7 月豪雨により，愛媛県下では多数の斜面災害が発生した．国土交通省の発

表 1)によると，県内の土砂災害箇所数は 413 箇所にのぼり，南予地方の宇和島市にはその約 4 割の 153 箇所が

集中した．雨量観測システム XRAIN は，高い空間分解能の降雨データを極めて高頻度に取得できることから，

広範囲にあらゆるタイミングで発生し得る斜面災害発生箇所の降雨特性を把握する上で有用であると考えられ

る．そこで本論では，XRAIN レーダー雨量と国土地理院が公開する斜面崩壊の位置情報を活用し，今回の豪雨

の特性と斜面災害との相関について検討した． 

２．降雨の概要 

XRAIN は X バンド周波数の MP レーダーを用いて，高頻度かつ高い空

間分解能で降雨強度を計測するものである．今回用いた XRAIN レーダー

雨量のデータ取得間隔は 10 分，計測点は約 250m 四方の 4 分の 1 地域メッ

シュ（緯度間隔 7.5 秒，経度間隔 11.25 秒）に対応している． 

Fig. 1 に，XRAIN と解析雨量 2)によりそれぞれ求めた 7 月 4 日から 8 日

までの期間降水量の分布を示す．XRAIN は 10 分間隔の降雨強度を降水量

に変換し，期間降水量を求めている．それぞれのコンター図には異なる閾

値を用いており，XRAIN から求めた降水量は解析雨量に比較して雨量を過

少に評価する傾向にあることがわかる．その一方で，両者の降水量の分布

は県全域において非常によく一致している．降水量分布から，斜面災害の

被害が集中した今治市の島嶼部や宇和島市周辺では周辺地域に比較して

降水量が相対的に多い一方，斜面災害の発生数が少ない県境付近の山間部

では，県内で最も多量の降雨が計測されていることがわかる．このギャッ

プの原因として，内陸の山間部は例年 7 月の月降水量が 400mm を超える

ような多雨地帯であることが関係しているものと推察され，すなわち，斜

面災害の発生には単に期間降水量の多寡だけではなく，長年の経験による

降雨への耐性や現地の地形，地質が大きく影響するものと考えられる． 

３．降水量と斜面災害の関係 

Fig. 2 に，斜面崩壊の被害が集中した南予地方を代表して，吉田（宇和島市）の雨量計で計測された 1 時間

降水量と累積降水量を XRAIN と比較する．なお，XRAIN には雨量計の設置座標に最も近い位置で取得された

データを使用している．両者の比較から，XRAIN はピークを含めた全体的な雨量の推移を非常によく捉えるこ

とができている．降雨は 7 月 7 日の未明から朝方にかけて集中しており，雨量計，XRAIN ともに 7 月 7 日の

7:00 にそれぞれ 74, 78mm の期間内最大雨量を記録している．一方，Fig. 1 にも示したように，最終的な累積降

水量は，XRAIN がやや過少評価していることがわかる． 
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Fig. 1 期間降水量(7 月 4 日～8 日) 
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Fig. 2 地上雨量と XRAIN 雨量の比較                Fig. 3 XRAIN から求めた各降水量の推移 
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Fig. 3 には，同地点の XRAIN データから求めた各期間降水量の

推移を示す．12時間降水量は 7月 7日の 8:10，24時間降水量は 9:00，

48 時間降水量は翌日の 9:50 に最大値を記録している．雨量計の近

辺では，7 月 7 日の 7:00~8:00 頃に多数の斜面崩壊の発生が確認さ

れており，今回の豪雨では 24 時間以内の期間降水量が斜面災害の

発生と相関を持つものと推察できる．瞬間的な降雨の変動を捉え

ることが可能な XRAIN の性質上，今後より詳細な崩壊時刻を把握

することで，さらに詳細な分析が可能となる． 

上述の結果を踏まえ，ここでは最大 24 時間降水量を指標として

斜面崩壊との関係評価を試みる．Fig. 4 に，24 時間降水量の最大

値分布と国土地理院が空中写真から判読した崩壊発生地点 3)を示

す．図中の格子は約 1km2の基準地域メッシュを表している．崩壊

地点は図中央のある一帯に特に集中しており，降水量もその周辺

で相対的に多いことがわかる．そこで，Fig. 5 に，最大 24 時間降

水量と崩壊数の関係をメッシュ毎に求めた結果を示す．なお，雲

による未判読範囲を除いた計算対象領域内の総メッシュ数は 855

個，合計斜面崩壊数は 647 箇所であった．グラフから，最大 24 時

間降水量と崩壊数には正の相関があり，崩壊数は最大 24 時間降水

量 250mm を境に急増していることがわかる． 

ここで，対象領域内には，北側から三波川帯，秩父帯，四万十

帯の異なる 3 つの地質帯が広がっていることから，Fig. 5 の関係を

地質帯毎に Fig. 6 に整理し直した．四万十帯と秩父帯では降水量

の増加に応じて崩壊数は増加しているものの，四万十帯において

は最大 24時間降水量が 250mm以上の地域の最大崩壊数は 5.6箇所

/km2であり，他地帯と比較して著しく多い．一方，2 つの地質帯に

比較して三波川帯の崩壊数は極端に少なく，地質帯毎に降水量に

対する耐性が明確に異なる結果となった． 

４．まとめ 

XRAIN レーダー雨量と解析雨量の比較，および XRAIN から求

めた 24時間降水量の最大値分布を用いて斜面崩壊との相関を検討

した．その結果，斜面崩壊の発生と最大 24 時間降水量には正の相

関があること，一定の雨量を超過すると崩壊数が急増すること，

地質帯に応じて降水量に対する耐性が明確に異なることが明らか

となった．XRAIN の精度検証や，土壌雨量指数等の他の降雨指標

を用いた場合における評価が今後の課題である． 
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Fig. 4 最大 24 時間降水量と崩壊地の分布 
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Fig. 5 崩壊数と降水量の関係 
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Fig. 6 崩壊数と降水量の関係(地質帯別) 
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